
電池を外します。2

電池の外し方
●	 使わないときは必ず電池を外してください。

付属の磁石棒を使う指で外す

電池ホルダーを完全に開け
ます。1

●		この取扱説明書は、上記の補聴器の使い方を記載しています。
●		上記の補聴器の一般的な事項は、共通取扱説明書をご覧ください。
●		これらの取扱説明書を必ずご覧になり、正しくお使いください。
●		これらの取扱説明書は、ご覧いただいたあとも大切に保管してくだ
さい。

補聴器 HI-C1FA ／ FB／ FC／ FD
取扱説明書・使い方ガイド

No.68650

電池の入れ方・電源の入れ方

耳へのつけ方

電池ホルダーを完全に開け
ます。2

4

電池に貼ってあるシールを
はがします。
●		電池をご使用になるまでは、
シールをはがさないでくださ
い。

●		電池はシールをはがして、1分
以上経過してからご使用くだ
さい。

●		オーダーメイド補聴器の形は、お客様の耳の形状によりさまざまなので、	
この取扱説明書の写真や説明文があてはまらないこともあります。

電池ホルダーに電池を入れ
ます。3
●		電池はどちらの向きに入れて
も使用できます。

または

人差し指を上にして、補聴器の音口の先端
を、耳の穴の中に入れます。2
●		耳の形状などによって、方法が異なることがあります。

補聴器が耳の穴の中に、完全に入った状態です。4

補聴器がぴったり入るところまで押します。3
●		指で後頭部側から鼻の方向に押します。
●		ぴったり入るまで押してください。
●		作業はゆっくりと行います。

補聴器本体またはリングワイヤー（裏面の
「各部の名称」参照）を持ちます。1

人差し指とは反対側に親指

または

がある方に人差し指

カラー
マーク

カラー
文字

人差し指とは反対側に親指

または

がある方に人差し指

カラー
マーク

カラー
文字

左　耳
取り出しワイヤー取り出しワイヤー
の場合の場合

リングワイヤーリングワイヤー
の場合の場合

右　耳
取り出しワイヤー取り出しワイヤー
の場合の場合

リングワイヤーリングワイヤー
の場合の場合

耳からの外し方・電源の切り方

電池ホルダーを半開きにします。2

●		ベント＊1（通気穴） がついていない場合は、特にゆっくりと行ってく
ださい。

●		取り出すときは、ピーピーというハウリングがすることがあります。
＊1：	「ベント 」については、裏面の「各部の名称」をご覧ください。

取り出しワイヤーまたはリングワイヤーをゆっくりと引いて、
補聴器を取り出します。

取り出しワイヤー取り出しワイヤー
の場合の場合

リングワイヤーリングワイヤー
の場合の場合

取り出しワイヤー取り出しワイヤー
の場合の場合

リングワイヤーリングワイヤー
の場合の場合1

取り出しワイヤー取り出しワイヤー
の場合の場合

リングワイヤーリングワイヤー
の場合の場合

電池ホルダーを半開きにします。

電源を入れるときは、電池ホルダー
を完全に閉じます。

1

初めに「 スタート時間 」の設定を確認してください。
	 スタート時間	 ：□早い／□遅い（7 秒）／□遅い（10 秒）
　「遅い」に設定している場合、電池ホルダーを閉じてから、
　約7秒後（または約10秒後）に音が出ます。
　工場出荷設定は、「遅い（約7秒）」です。

耳への装用を考えて、工場出荷設定は、「遅い（約7秒）」になっておりますが、ハウリング（ピーピー音）が気になる場合には、お買い求めのお店で、
スタート時間を「遅い（約10秒）」にすることもできます。

ヒント

●		カラーシェルの場合は白色のマークまたは白色の文
字です。



□磁気メモリー切替について
HI-C1FA/FBでは、磁気メモリー切替をお買い求めのお店
で設定できます。
メモリーの切り替えは、以下のように行います。
① 磁石棒の先端を補聴器の電池ホルダーに軽く触れます。＊

② すぐに磁石棒を離します。
③ 離す際に補聴器のメモリーが切り替わります。
＊：磁石棒の先端は電池ホルダーの中央部に触れてください。	
電池ホルダーの端などに触れると、メモリーが切り替わらない場
合があります。

●	磁気メモリー切替は、おまかせテレホンとは一緒に設定できません。
●	磁気メモリー切替機能だけでメモリー切り替えする場合、補聴器の
電源を入れ直した時には常にメモリー１で動作します。

●	受話器など、磁石棒以外の磁気にも反応することがあります。

メモリーについては、HI-C1/HI-C3共通取扱説明書の	
「補聴器のメモリー」をご覧ください。

メモリーの切り替えについて

ミュートについて

各部の名称

●		補聴器にはお客様のネーム、製造番号、型式が記載されています。
（右耳用は赤字、左耳用は青字（ただし、カラーシェルは除く））

MEMO

□メモリー切替ボタンについて お客様のメモリー設定

メモリーの意味、動作などについては、HI-C1/HI-C3共通
取扱説明書の「補聴器のメモリー」をご覧ください。
メモリー切替ボタンを1秒以下の短い時間押すことで、	
補聴器のメモリーを切り替えます。

機種ごとに設定できる最大のメモリー数は以下の通りで
す。
・HI-C1FA	 	 ：6メモリー
・HI-C1FB / FC / FD	 ：4メモリー

この補聴器にはミュート機能を設定できます。ミュートにす
る／ミュートを解除する、を行うと次のようになります。
●	メモリー切替ボタンを2秒以上押し続けると、ミュート（音が出ない
状態）になります。

●	 ミュートを解除（音が出る状態）するには、以下のようにします。

ミュートを解除する方法 そのときのメモリー
 メモリー切替ボタンを2秒以上	
 押し続ける

 ミュートになる前の	
 メモリー

補聴器の電源を入れ直す  起動時のメモリー＊

＊：「お客様のメモリー設定」の起動時のメモリーになります。

スタート時間	 ：□早い／□遅い（7 秒）／□遅い（10 秒）
起動音	 ：□なし／□シンプル／□メロディ
ミュート機能	 ：□なし／□あり
磁気メモリー切替	：□なし／□あり
おまかせテレホン：□なし／□あり
起動時のメモリー	：□メモリー1／□直前のメモリー＊

切替音	 ：□なし／□あり
＊： 「直前のメモリー」とは、「補聴器の電源を切る直前のメモリー」
です。

スタート時間	 ：□早い／□遅い（7 秒）／□遅い（10 秒）
起動音	 ：□なし／□シンプル／□メロディ
ミュート機能	 ：□なし／□あり
磁気メモリー切替	：□なし／□あり
おまかせテレホン：□なし／□あり
起動時のメモリー	：□メモリー1／□直前のメモリー＊

切替音	 ：□なし／□あり
＊： 「直前のメモリー」とは、「補聴器の電源を切る直前のメモリー」
です。

メモリー 調整状態
1
2
3
4
5
6

右　耳

メモリー 調整状態
1
2
3
4
5
6

左　耳

補聴器のお手入れと保管
補聴器を長くお使いいただくために、日頃からのお手入れ
をお勧めします。

補聴器本体から電池を取り出します。
1

本体と電池についた汚れや水分を柔らかく乾いた
布などで拭き取ります。

2

電池ホルダーの中も湿っていると電池が錆びやす
いので、綿棒などで水分を取ってください。

3

音口のお手入れと補聴器の保管の仕方は、	
HI-C1/HI-C3共通取扱説明書を参照してください。

4

医療機器認証番号：229AABZX00061A04(HI-C1FA)
医療機器認証番号：229AABZX00061A05(HI-C1FB)
医療機器認証番号：229AABZX00061A06(HI-C1FC)
医療機器認証番号：229AABZX00061A07(HI-C1FD)
認証番号は、携帯ケース及び外箱に表示してあります。
販売名：	補聴器HI-C1FA／補聴器HI-C1FB／補聴器HI-C1FC／
	 補聴器HI-C1FD

リングワイヤー
（オプション）

マイクカバー部（マイク）
（ここから音が入ります）

電池ホルダー

音口（おんこう）

取り出しワイヤー ベント（通気穴）

  カラーマークまたはカラー文字

ボタンを押しますイラストは右耳用です

オプションのメモリー切替ボタンを使うと、ボタン操作で補
聴器のメモリーを切り替えたり、補聴器をミュートにできま
す。お買い求めのお店にご相談ください。

準備

本体と電池のお手入れ

電池ホルダーのお手入れ

音口のお手入れと補聴器の保管について

MEMO

  先端を電池ホルダーに軽く触れる 製造販売元

リオン株式会社　　 https://www.rion.co.jp/

本社／営業部
〒 185-8533 　東京都国分寺市東元町 3-20-41

リオネット補聴器お客様コールセンター
フリーダイヤル：0120-2933-76
受付時間：9:00～21:00
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